
村民の外出を支える、福祉バス添乗員さん
　　上段左：石川 つや子さん（小坂）、下段左：川崎 則

の り

子
こ

さん（下竹田）

　　下段中央：大池 松
ま つ

子
こ

さん（上竹田）、下段右：鳥羽 敏
と し

子
こ

さん（上竹田）

令和４年
（2022年） 793No.

月号5

　山形村の主要な施設を巡る福祉バス。現在、松本地域シルバー人材センターより４名の
添乗員さんが各車両に同乗し、目的地までの安全な移動を見守っています。取材時には、村
内の食料品店へ買い物に行く方が多数乗車され「添乗員さんが荷物を持ってくれて親切です」

「免許を返納してからも安心して暮らすことができます」と利用する魅力を教えてくれました。
　「乗り降りの際に怪我のないよう安全に気をつけ、一人ひとりの行き先を明確に聞いて、
間違えのないように努めています」と話す添乗員さんたち。
　やさしい笑顔と丁寧に寄りそう姿に、村民の外出を支える温かな想いを感じました。

（４月26日、27日、28日　いちいの里にて）
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４
月
17
日
㈰
、
上

條
忠
昭
さ
ん
の
自
宅

前
に
て
、
忠
昭
さ
ん

の
俳
句
を
刻
ん
だ
句

碑
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
忠
昭
さ

ん
は
、
村
の
教
育
長

を
務
め
た
平
成
元
年

に
村
民
か
ら
俳
句
の

講
座
の
要
望
を
受
け
、

生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
山
形
村
俳
句
ク

ラ
ブ
の
創
立
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け

に
自
身
も
活
動
に
参

加
し
、
92
歳
の
現
在

も
休
む
こ
と
な
く
、

身
近
な
自
然
を
題
材

　
『
行
雲
流
水
』
２

年
ぶ
り
に
移
動
制

限
の
な
い
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を

過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
今
年
は
本

格
的
に
釣
り
キ
ャ

ン
プ
に
行
こ
う
と

思
い
、
キ
ャ
ン
プ
地
・
食
事
・

釣
行
場
所
な
ど
計
画
す
る
だ
け

で
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
ら
な
い
▽

２
日
の
午
後
入
り
で
糸
魚
川
市

に
行
く
こ
と
に
し
た
。
釣
果
は

良
く
な
か
っ
た
が
ボ
ウ
ズ
は
免

れ
た
。
さ
て
、
お
楽
し
み
の
テ

ン
ト
で
夕
飯
だ
。
米
を
炊
き
、

肉
を
焼
い
て
ま
さ
に
ソ
ロ
キ
ャ

ン
プ
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
寒
さ
対
策
に
豆
炭
あ
ん
か

を
寝
袋
に
忍
ば
せ
て
ゆ
っ
く
り

寝
て
い
る
と
、
ビ
ュ
ー
ビ
ュ
ー
、

バ
チ
バ
チ
と
強
風
＆
雨
が
襲
っ

て
く
る
で
は
な
い
か
、
寝
付
け

ず
に
ト
イ
レ
に
も
行
き
た
く
な

り
外
が
静
か
に
な
っ
た
の
で
テ

ン
ト
か
ら
出
る
と
一
面
の
雹ひ

ょ
う

。

雹
に
見
舞
わ
れ
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
が
、
テ
ン
ト
が
耐
え
た
こ

と
に
も
驚
い
た
。
朝
も
し
っ
か

り
と
食
事
を
と
り
、
釣
り
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。
ハ
プ
ニ
ン

グ
は
あ
っ
た
が
楽
し
い
旅
行
に

な
っ
た
▽『
行
雲
流
水
』一
つ
の
こ

と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
す
べ
て
を

成
り
行
き
に
任
せ
ゆ
っ
た
り
過

ご
す
、
そ
ん
な
普
通
の
日
常
が

よ
う
や
く
戻
り
つ
つ
あ
る
▽
雨

降
っ
て
地
固
ま
る
…
…
か
な

に
投
句
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
句
碑
を
前
に
恩

師
・
中
島
畦け

い

雨う

氏（
故
人
）と
の

思
い
出
を
紹
介
さ
れ
、
俳
句
の

奥
深
さ
に
悩
ん
だ
時
期
、
畦
雨

氏
か
ら
「
そ
う
い
う
人
を
待
っ

て
い
た
。
や
め
ず
に
続
け
れ

ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
い

つ
か
句
碑
を
建
て
な
さ
い
」

と
言
葉
を
か
け
ら
れ
、
作
句

に
励
ん
で
き
た
こ
と
を
話

し
て
い
ま
し
た
。「
こ
の
句

碑
を
孫
や
ひ
孫
た
ち
が
見

て
、
日
本
古
来
の
文
化
に
触

れ
、
俳
句
に
興
味
を
も
っ
て

く
れ
た
ら
あ
り
が
た
い
」
と

忠
昭
さ
ん
。
式
に
参
列
し
た

俳
句
ク
ラ
ブ
会
員
で
指
導

者
の
大
野
今
朝
子
さ
ん
（
松

本
市
）
は
「
忠
昭
さ
ん
の
よ

う
な
見
本
と
な
る
先
輩
が

い
て
目
標
に
な
る
」
と
偉
業

を
称
え
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
㈰
、
早
朝
５
時
30
分

か
ら
役
場
駐
車
場
に
松
塩
筑
猟
友

会
山
形
支
部（
以
下
、
猟
友
会
）の

会
員
が
集
ま
り
、
有
害
鳥
獣
駆
除

出
陣
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
本
庄
村
長
か
ら
任
命

書
の
交
付
と
１
年
間
の
無
事
を
祈

る
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続
い
て
松
本
ハ

イ
ラ
ン
ド
農
協
山
形
支
所
担
当
理

事
の
青
柳
寛
さ
ん（
中
大
池
）か
ら
、

農
作
物
被
害
削
減
に
貢
献
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
月
赴

任
し
た
駐
在
の
上
原
昌
幸
さ
ん
（
下

大
池
）
か
ら
も
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

最
後
に
猟
友
会
山
形
支
部
長
の
青

山
芳
正
さ
ん（
中
大
池
）か
ら「
水
平

撃
ち
は
し
な
い
」
な
ど
の
禁
止
事
項

を
確
認
し
て
式
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。
今
年
度
の
活
動
は
９
月
下

旬
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

山
形
村
の
平
地
で
は
主
に
カ
ラ

ス
の
農
産
物
被
害
が
多
く
、
山
間

部
近
く
に
あ
る
畑
で
は
猪
、
鹿
、

猿
の
被
害
が
深
刻
で
す
。
い
ざ
、

熊
が
出
没
し
た
時
な
ど
は
猟
友
会

の
皆
さ
ん
が
い
な
い
と
対
応
で
き

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

猟
友
会
の
活
躍
は
農
家
な
ら
ず
と

も
本
当
に
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　

な
お
、
山
形
村
で
は
狩
猟
免
許

取
得
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
産
業
振
興

課 

林
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

完成した句碑を家族と笑顔で囲む

日本文化の伝承を願い
上條 忠

た だ あ き

昭さん（中大池）、句碑を建立

忠昭さん作の思い出深い２句が刻まれています
①�俳句誌『俳句必携１０００句を楽しむ』に選ばれ、掲載さ
れました。
②�『第２９回塩尻合同俳句大会』で特選を受賞しました。

　今年度も新型コロナウイルス感染防
止対策を講じて開館します。開館スケ
ジュールは、館報５月号と同時に配布
する『学びの情報』及び村公式ホーム
ページに掲載されていますのでご覧く
ださい。
 
≪使用料≫
◉大人（高校生以上）　250円
◉小人（中学生以下）　無料
※�幼児（３歳以下）は、保護者と一緒に遊泳する

ようにしてください。
※�小学校３年生以下の方は、保護者の付き添い

が必要です。（付き添い者は入館無料）
 

お問い合わせ
山形村教育委員会　☎0263-98-3155

　　　   海洋センター
６月18日㈯営業スタート‼

有
害
鳥
獣
駆
除
出
陣
式

①
②
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山
ス
ポ

山
ス
ポ

　

４
月
30
日
㈯
、
松
本
平
広
域
公

園
陸
上
競
技
場
を
主
会
場
に
、
第

31
回
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競

走
大
会（
以
下
一
般
の
部
と
記
載
）

及
び
第
17
回
長
野
県
市
町
村
対
抗

小
学
生
駅
伝
競
走
大
会（
以
下
小

学
生
の
部
と
記
載
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
長
野
県
に

お
け
る
陸
上
競
技
の
普
及
と
振
興

を
図
り
、
県
民
の
心
身
の
健
全
な

発
達
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
４
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
て
お

り
、
一
般
の
部
は
２
０
１
８
年
以

来
４
年
ぶ
り
、
小
学
生
の
部
は
昨

年
に
引
き
続
き
の
出
場
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
一
般
の
部
は
東
筑
摩

郡
唯
一
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

～
壮
行
会
～

　

大
会
に
先
立
ち
、
４
月

20
日
㈬
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ふ
る
さ
と
大

ホ
ー
ル
で
壮
行
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
庄
村
長

よ
り
激
励
の
こ
と
ば
と
委

嘱
書
の
交
付
を
受
け
、
選

手
の
皆
さ
ん
か
ら
は
緊
張

し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
、
や
る
気

に
満
ち
溢
れ
た
表
情
が
う
か
が
い

知
れ
ま
し
た
。

※
山
形
村
代
表
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー 

　

は
下
部
参
照

～
大
会
当
日
～

　

大
会
前
日
と
翌
日
は
、
大
雨
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
早

朝
よ
り
気
持
ち
の
良
い
青
空
が
広

が
り
、
絶
好
の
駅
伝
日
和
と
な
り

ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
全
力
で
走
り

抜
き
、
た
す
き
を
繋
い
で
一
般
の

部
は
総
合
14
位
、
村
の
部
は
２
位

に
約
10
分
差
を
つ
け
る
ダ
ン
ト
ツ

の
１
位
と
な
り
、
小
学
生
の
部
は

総
合
10
位
、
村
の
部
は
昨
年
に
続

き
２
位
と
輝
か
し
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
大
会
は
感
染
対
策
の
一
環
で

陸
上
競
技
場
に
入
場
で
き
る
関
係

者
の
人
数
制
限
や
、
沿
線
沿
い
で

の
観
戦
自
粛
な
ど
も
あ
り
テ
レ
ビ

やY
ouT

ube

で
応
援
い
た
だ
い
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
改
め
て
、
選
手
の
皆
さ
ん
の

力
強
い
走
り
か
ら
、
感
動
や
元
気

を
も
ら
え
た
と
感
じ
ま
し
た
。

 

第
31
回
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会（
一
般
の
部
）　

総
合
14
位
　
村
の
部
１
位
！

 

第
17
回
長
野
県
市
町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会（
小
学
生
の
部
）

総
合
10
位
　
村
の
部
２
位
！

～
一
般
の
部
～（
敬
称
略
）

監
督
兼
選
手

　
　
　

村
上　

真し
ん
や也（
下
竹
田
）

選
手　

清
沢　
　

好
こ
の
み（
下
竹
田
）

　
　
　

藤
間　

治は
る
き樹（
下
竹
田
）

　
　
　

村
上　

裕ゆ
う
が雅（
下
竹
田
）

　
　
　

丸
山　

直な

お生（
上
竹
田
）

　
　
　

菅
沼　

直な
お
ひ
ろ紘（
上
竹
田
）

　
　
　

上
條　

佑ゆ

い依（
下
竹
田
）

　
　
　

横
山　

瞬し
ゅ
ん
と音（
下
竹
田
）

　
　
　

上
田　

桂け
い
ご悟（
下
竹
田
）

　
　
　

鈴
木　

更さ
ら
さ沙（
上
竹
田
）

～
小
学
生
の
部
～

監
督　

横
川　

晋し
ん
ぺ
い平

　
　
　
（
山
小
６
年
２
組
担
任
）

選
手　

稻い
な
ば葉　

羚れ

あ愛（
上
竹
田
）

　
　
　

丸
山　

航こ

う生（
上
竹
田
）

　
　
　

二ふ
た
や
ま山　

瑠る

な愛（
中
大
池
）

　
　
　

佐
野　

春は
る
ま馬（
小　

坂
）

　
　
　

宮
澤　

陽よ
う
た太（
上
竹
田
）

　
　
　

上
條　

咲さ

き季（
中
大
池
）

ラストスパートをかける一般の部  村上真也監督兼選手

４月20日㈬  壮行会

駅伝快挙‼

後は任せて！
村内（山形境交差点付近）　疾走中！

選手の皆さん本当にお疲れ様でした！
大活躍の
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み
ど
り
の
少
年
団  
結
団
式 山

形
小
学
校 

授
業
参
観

や
ま
の
こ
保
育
園　
鯉
の
ぼ
り
制
作　
〈
前
編
〉

す
こ
し
だ
け
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

　

毎
年
、
端
午
の
節
句
に
向
け
て

年
長
ク
ラ
ス
の
園
児
た
ち
が
力
を

合
わ
せ
て
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
制
作

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、

12
名
の
園
児
た
ち
で
全
長
２
ｍ
程

の
布
に
う
ろ
こ
の
下
絵
と
色
付
け

を
4
月
中
旬
か
ら
5
月
初
旬
に
か

け
て
行
う
予
定
で
す
。

　

制
作
を
始
め
る
前
に
鯉
の
特
徴

を
観
察
し
よ
う
と
、
１
人
ず
つ
魚

体
に
触
れ
る『
鯉
つ
か
み
体
験
』を

し
ま
し
た
。「
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
い

る
」「
大
っ
き
い
」
と
初
め
て
間
近

で
接
す
る
鯉
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る

園
児
た
ち
。
抱
き
上
げ
る
と
勢
い

よ
く
抵
抗
す
る
鯉
の
力
強
さ
に
驚

い
た
り
、
背
中
を
優
し
く
撫
で
た

り
と
愛
し
む
姿
も
見
ら
れ
、
体
験

を
通
し
て
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た

よ
う
で
し
た
。

　

今
後
の
制
作
活
動
に
つ
い
て
、

年
長
担
任
は
「
１
人
で
は
難
し
い

こ
と
も
、
み
ん
な
と
一
緒
な
ら
で

き
る
と
い
う
経
験
や
仲
間
と
の
話

し
合
い
を
大
切
に
し
、
制
作
を
楽

し
み
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

鯉
の
ぼ
り
制
作
の
様
子
や
完
成

写
真
は
６
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

４
月
25
日
㈪
、
山
形
小
学
校
で
み
ど
り
の
少
年

団
の
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
花
園
委
員
会
に

よ
る
結
団
の
誓
い
の
後
、
村
林
業
委
員
代
表
の
荻

上
慶
さ
ん（
中
大
池
）が
学
校
山
の
歴
史
や
生
物
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校

山
を
寄
付
し
た
永
田
兵
太
郎
氏
に
つ
い
て
質
問
し
た
り
、
動
植
物
の
説

明
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
児
童
は
「
山
に
は
ウ

ル
シ
な
ど
の
危
険
な
植
物
も
あ
る
け
ど
、
良
い
匂
い
の
ヒ
ノ
キ
も
あ
る

の
で
早
く
行
っ
て
み
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

み
ど
り
の
少
年
団
は
今
後
、
下
草
刈
り
や
間
伐
を
通
し
て
、
学
校
山

へ
の
理
解
と
愛
着
を
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

４
月
22
㈮
、
山
形
小
学
校
で
授

業
参
観
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
人
数
や

時
間
を
制
限
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
初
め
て
の
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
児
童
た
ち

は
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
。

保
護
者
の
方
に
と
っ
て
は
子
ど
も

の
学
校
で
の
様

子
を
間
近
で
感

じ
る
こ
と
が
で

き
、
学
校
と
家

庭
が
よ
り
一
層

繋
が
れ
た
良
い

機
会
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

４
月
23
日
㈯
、
山
形
村
役
場
近

く
の
農
地
に
て
、
野
菜
の
植
え
付

け
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

企
画
は
、『
山
形
村
み
ど
り
と
環

境
を
守
る
会
』
が
中
心
と
な
り
、

山
形
村
社
会
福
祉
協
議
会
・
日
赤

奉
仕
団
山
形
分
区
・
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

企
画
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
の
大
変
さ
と
大
切
さ
、
自

然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
楽
し
さ
な

ど
を
野
菜
の
栽
培
・
収
穫
を
通
じ

て
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
８
月

ま
で
全
４
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

初
日
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
保

育
園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
約
30
名

が
参
加
し
、『
み
ど
り
と
環
境
を

守
る
会
』
が
借
り
て
い
る
遊
休
農

地
で
ニ
ン
ジ
ン
の
種
ま
き
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
種
芋
を
植
え
ま
し
た
。

　

最
初
に
説
明
を
聞
く
と
き
は
緊

張
気
味
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
。
実

際
に
作
業
が
始
ま
る
と
真
剣
な
表

情
の
な
か
に
も
笑
顔
が
見
え
は
じ

め
、
普
段
で
は
な
か
な
か
体
験
で

き
な
い
作
業
を
楽
し
そ
う
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ほ
か
の
作
物
の
種
ま

き
と
草
取
り
な
ど
の
作
業
、
収
穫

期
に
は
、
収
穫
し
た
野
菜
を
使
用

し
て
日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練
を
兼
ね
た
試
食
な
ど
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

次のページを
チェック‼

そ
も
そ
も

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
っ
て

な
～
に
？
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Ｓ
 エス・ディー・ジーズ

ＤＧｓを知ろう！
　読者の皆さん、SDGs（エス・ディー・ジーズ）って知っていますか？
最近ではテレビや新聞でも多く取り上げられるようになってきたので、
ご存じの方もいるのではないでしょうか。SDGsとは、「S

サ ス テ ィ ナ ブ ル

ustainable 
D
デ ヴ ェ ロ ッ プ メ ン ト

evelopment G
ゴ ー ル ズ

oals（持続可能な開発目標）」の略で、2015年９月
に国連で採択された17ゴール・169のターゲットからなる世界共通の
国際目標で、2030年までに「誰一人取り残さない持続可能な社会づくり」の達成を目指すものです。​
　この目標を達成するには、政府や企業などだけではなく、個人の取り組みも非常に重要になってきますが、SDGsの基本
が分からなければ個人の行動に移すことは難しいです。
　そこで、本号では基本となる17のゴールをご紹介します。� 【出典：外務省　持続可能な開発目標（SDGs）と日本の取り組みより抜粋】

強靭なインフラ構築、包摂的
かつ持続可能な産業化の促進
及びイノベーションの促進を
図る

包摂的かつ持続可能な経済成
長及びすべての人々の安全か
つ生産的な雇用と働きがいの
ある人間らしい雇用を促進する

すべての人々の、安価かつ信
頼できる持続可能な近代的な
エネルギーへのアクセスを確
保する

すべての人々の水と衛生の利
用可能性と持続可能な管理を
確保する

ジェンダー平等を達成し、すべ
ての女性及び女児のエンパ
ワーメントを行う

すべての人に包摂的かつ公正
な質の高い教育を確保し、生
涯学習の機会を促進する

あらゆる年齢のすべての人々
の健康的な生活を確保し、福
祉を促進する

飢餓を終わらせ、食料安全保
障及び栄養の改善を実現し、
持続可能な農業を促進する

陸域生態系の保護、回復、持
続可能な利用の促進、持続可
能な森林の経営、砂漠化への
対処ならびに土地の劣化の阻
止・回復及び生物多様化の損
失を阻止する

持続可能な開発のために、海
洋・海洋資源を保全し、持続可
能な形で利用する

気候変動及びその影響を軽減
するための緊急対策を講じる

持続可能な消費生産形態を確
保する

包摂的で安全かつ強靭で持続
可能な都市及びを実現する

国内及び各国家間の不平等を
是正する

あらゆる場所あらゆる形態の
貧困を終わらせる

持続可能な開発のための実施手段
を強化し、グローバル・パートナー
シップを活性化する

持続可能な開発のための平和で
包摂的な社会を促進し、すべての
人々に司法へのアクセスを提供
し、あらゆるレベルにおいて効果
的で説明責任のある包摂的な制
度を構築する

　読んでいてもパッとこないものも多くありました。次号以降では、各ゴールをより詳しく、分かりやすいようにかみ砕
いて個人で取り組めるような具体例も示しながらご紹介できればと思います。



（敬称略）

山形村の
冠婚葬祭ルール

５月７日㈯　水神様

５月２日㈪　八十八夜（清水寺）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
て

か
ら
丸
２
年
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
元
気
な
子
ど
も
た

ち
の
声
で
に
ぎ
や
か
な
境
内
は
今
年
も
ひ
っ
そ
り
と

例
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

４月29日㈮　穴観音

４月23日㈯　大日堂

４月28日㈭　八幡神社
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お
　
め
　
で
　
た
　（
子
・
親
）

鴨か
も

田た　

映は

な菜  

・	  

周　

平�

上
竹
田

	
 

真
理
恵

岩
下　
　

勇  

・  

90
歳�

下
大
池

松
原　

由
加  

・  

49
歳�

小　

坂

上
松
し
げ
子  

・  

89
歳�

中
大
池

中
村
久
見
子  

・  

66
歳�

上
大
池

百
瀬　

厚
美  

・  

89
歳�

下
竹
田

お
　
く
　
や
　
み

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
身

近
な
事
柄
や
読
者
の
疑
問
に
答
え

る
本
企
画
。
今
回
は
、
昨
年
末
の

特
集
記
事
で
村
外
出
身
者
の
方
よ

り
お
寄
せ
頂
い
た
「
山
形
村
の
冠
婚

葬
祭
の
ル
ー
ル
に
つい
て
知
ら
な
い
の

で
、
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意

見
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
館
報
や
ま
が
た
令
和
３
年

12
月
号
『
葬
儀
の
お
知
ら
せ
終
了
を

思
う
』を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

縁え
ん

あ
っ
て
新
た
な
土
地
で
生
活

を
始
め
ら
れ
る
際
、
そ
の
地
域
の

ル
ー
ル
を
知
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す
ね
。
特
に
ご
近
所
で
慶
事
や

弔
事
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
程
度

『
包
む
』こ
と
が
適
切
な
の
か
周
り
に

聞
く
機
会
は
、
普
段
の
生
活
で
少

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

村
内
に
お
け
る
冠
婚
葬
祭
で
の

お
付
き
合
い
に
つ
い
て
は
、
山
形
村

新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
が
提
唱

す
る
新
生
活
運
動
推
進
要
項
に
基

づ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
主
に
は

祝
儀
や
香
典
の
金
額
の
一
律
化
、
儀

礼
の
簡
素
化
と
い
っ
た
内
容
を
推

奨
し
て
お
り
、
過
度
な
出
費
を
抑

え
、
料
理
や
も
の
を
粗
末
に
し
な
い

よ
う
に
と
地
域
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

※�

令
和
４
年
度
山
形
村
生
涯
学
習
カ
レ

ン
ダ
ー
13
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

新
生
活
運
動
推
進
要
項
の
一
部
よ
り

【
葬
儀
に
つ
い
て
】

香
　
典

一
般
会
葬
者
は
千
円
と
す
る
。
喪

主
は
お
返
し
を
せ
ず
、
礼
状
に
て

謝
意
を
伝
え
る
。　

忌
中
払
い

親
戚
・
縁
故
者
な
ど
親
交
が
深
い

者
の
み
で
行
う
。

花
輪
・
供
物
等

親
戚
、
縁
故
者
の
み
で
行
う
。

新
盆
・
新
御
霊

一
般
会
葬
者
は
お
焼
香
の
み
行
う
。

【
結
婚
式
に
つ
い
て
】

会
費
制
の
推
奨

一
般
の
招
待
者
は
、
会
費
制
で
引
出

物
な
し
と
す
る
こ
と
を
推
奨
。

引
出
物
を
用
意
す
る
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
簡
素
な
も
の
に
す
る
。

【
各
種
お
祝
い
、
お
見
舞
い
に
つ
い
て
】

　

一
般
は
千
円
程
度
。
お
返
し
は
行

わ
ず
、
謝
意
の
み
伝
え
る
。

　

今
か
ら
56
年
前
に
始
ま
っ
た
新

生
活
運
動
推
進
要
項
を
改
め
て
読

み
直
す
と
一
切
の
無
駄
が
な
く
、
先

進
的
な
取
り
組
み
だ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。
特
に
金
銭
の
一
律
化

は
双
方
に
と
っ
て
も
負
担
が
少
な

く
、
ご
近
所
と
の
礼
節
を
保
つ
知

恵
と
し
て
、
山
形
村
民
の
魅
力
あ
る

地
域
文
化
で
も
あ
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
要
項
の
中
に

は
、
現
在
の
風
潮
や
生
活
様
式
に

そ
ぐ
わ
な
い
部
分
も
で
て
き
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
機
に
読
者
の
皆
さ
ん

と
考
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正 

　

館
報
４
月
号
で
以
下
の
点
に
つ
い

て
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。

・
小
学
校
に
迎
え
た
熊
谷
園
子
先 

　

生
の
前
任
校

　
（
誤
）今
井
小	

（
正
）洗
馬
小

・
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
級
部
長
名

　
（
誤
）松
木  

薫	

（
正
）渡
邉 

路
子

　

お
三
方
及
び
読
者
の
皆
さ
ま
に

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
い

た
し
ま
す
。
訂
正
版
に
つ
い
て
は
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h h hh
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
h
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みんなの人権 �

ミニ ⑫
続
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◇
21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」。
そ
ん

な
時（
２
０
２
２
年
２
月
）に
生
起
し
た

ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
。
住
み

慣
れ
た
街
が
破
壊
さ
れ
、
人
の
命
が
蹂じ

ゅ
う

躙り
ん

・
惨
殺
さ
れ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
実
。
突
然
の
侵
攻
か
ら
命
か
ら
が
ら
日

本
へ
避
難
し
て
き
た
人
の
言
葉
は
、「
私
た
ち
に
と
っ
て
、
ミ
サ
イ
ル
が
飛
び

交
わ
な
い
こ
と
が
大
事
」。
戦
後
世
代
の
私
た
ち
も
、
も
は
や
「
戦
争
を
知
ら

な
い
子
ど
も
た
ち
」で
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
◇「
人
間
ら
し
く

生
き
て
、
人
間
ら
し
く
死
ん
で
い
く
こ
と
」
は
、
最
低
限
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
基
本
的
な
人
権
。
戦
火
の
只
中
に
送
り
込
ま
れ
、
命
を
落
と
し
て

い
く
兵
士
た
ち
。
大
切
な
人
の
帰
り
を
待
ち
望
む
人
。
破
壊
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ

ン
や
病
院
・
学
校
の
瓦が

れ
き礫

の
山
を
掘
り
起
こ
し
て
家
族
の
亡な

き
が
ら骸

を
探
し
歩
く

人
、
国
境
を
越
え
て
逃
避
行
す
る
人
の
群
れ
。
時
代
状
況
が
大
き
く
異
な
る

と
は
言
え
、
そ
の
惨
状
は
、
あ
の
80
年
前
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
悪
夢
を
思

い
起
こ
さ
せ
ま
す
◇
独
ソ
戦
の
最
前
線
で
ナ
チ
ス
軍
と
戦
っ
た
旧
ソ
連
軍
女

性
狙
撃
隊
員
た
ち
の
、
壮
絶
な
証
言
記
録
「
戦
争
は
女
の
顔
を
し
て
い
な
い
」

（
２
０
１
６
岩
波
現
代
文
庫
）を
著あ

ら
わ

し
た
の
は
、
１
９
４
８
年
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

生
を
受
け
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
育
っ
た
作
家
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
・
ア
レ
ク
シ
ェ
ー
ビ

チ
。
両
国
と
も
、
か
つ
て
は
同
じ
旧
ソ
連
に
属
し
て
い
た
国
。
そ
し
て
同
時

代
を
描
い
た
近
作
小
説
「
同
志
少
女
よ
、
敵
を
撃
て
」（
逢
坂
冬
馬　

早
川
書

房
２
０
２
１
・
11
）
は
、
女
性
狙
撃
隊
員
の
一
人
・
セ
ラ
フ
ィ
マ
の
過
酷
な
戦

場
体
験
を
通
し
て
、「
戦
争
か
ら
学
び
取
っ
た
こ
と
は
、
敵
を
撃
つ
技
術
で
も
、

拷
問
の
耐
え
方
で
も
無
く
、
命
の
意
味
だ
っ
た
。
失
っ
た
命
は
元
に
戻
る
こ

と
は
な
く
、
代
わ
り
に
な
る
命
も
ま
た
存
在
し
な
い
。」
と
、
戦
争
の
無
情
さ
、

命
の
重
た
さ
、
そ
し
て
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
、
表
現
し
て
い
ま
す
◇
そ
れ

は
ま
た
、
前
大
戦
末
期
の
日
本
の
惨
状《
凄
惨
を
極
め
た
沖
縄
戦
、
相
次
ぐ
大

空
襲
、
中
国
大
陸
か
ら
の
逃
避
行
、
原
爆
投
下
…
》と
も
重
な
り
、
あ
の
峠
三

吉
の
平
和
へ
の
叫
び
『
ち
ち
を
か
え
せ
／
は
は
を
か
え
せ
／
と
し
よ
り
を
か
え

せ
／
こ
ど
も
を
か
え
せ
／
わ
た
し
を
か
え
せ
／
わ
た
し
に
つ
な
が
る
に
ん
げ

ん
を
か
え
せ
／
に
ん
げ
ん
の　

に
ん
げ
ん
の
よ
の
あ
る
か
ぎ
り
／
く
ず
れ
ぬ

へ
い
わ
を　

へ
い
わ
を
か
え
せ
』　
（
同　

原
爆
詩
集
）
へ
と
連
な
り
ま
す
◇
コ

ロ
ナ
禍
に
加
え
て
、
不
穏
な
空
気
が
漂
う
世
界
に
、
改
め
て
“
人
の
命
は
地

球
よ
り
、
ま
し
て
や
戦
争
よ
り
も
ず
っ
と
重
た
い
”
と
い
う
当
た
り
前
の
こ

と
が
重
く
心
に
響
き
ま
す
。
そ
し
て
、
元
気
に
走
り
回
る
山
形
っ
子
た
ち
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
の
世
に
平
和
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
を
作
ら
な
い

「
大
人
の
責
任
」を
強
く
感
じ
ま
す
。

「
優
の
風
景
⑤
⑧
⑭
⑰
�
�
」参
照�

令
和
４
年
５
月　

Ｍ
．Ｈ
・
記 

“人の命は戦争よりもずっと重たい”　～「ロシア軍のウクライナ侵攻」と人権

優優ゆ 

う

ゆ 

う

の 

風 

景

の 

風 

景
���

　

山
形
村
で
は
、
村
の
豊
か
な
自
然
を
物
語
る
貴
重
な
植
物
な
ど
の
う
ち
、
特
別
に

保
護
を
図
る
も
の
と
し
て
６
つ
の
樹
木
と
１
つ
の
植
物
群
落
を
村
の
“
天
然
記
念

物
”
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
樹
木
は
、
い
ず
れ
も
推
定
樹
齢
１
０
０
年
を

超
え
る
巨
木
で
、
見
る
も
の
を
圧
倒
す
る
迫
力
を
持
っ
て
佇
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の

方
に
よ
っ
て
長
年
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
こ
れ

ら
の
樹
木
は
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い

大
切
な
宝
物
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
２
年
度
に
村
指
定

天
然
記
念
物（
樹
木
）に
つ
い
て
、
標
柱
を
一
新

し
ま
し
た
。
新
し
い
標
柱
は
、
樹
木
の
特
徴
に

合
わ
せ
て
一
つ
ひ
と
つ
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
ど
の
標
柱
も
魅
力
的
な
デ
ザ

イ
ン
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
樹
木
と
と
も
に
注
目

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
度
Ｙ
や
ま
が
たふ
る

さ
と
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
は
、

長
野
美
術
専
門
学
校
の

学
生
と
一
緒
に
天
然
記

念
物
の
標
柱
デ
ザ
イ
ン

と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
村
指
定
天
然
記
念

物（
樹
木
）に
つ
い
て
は
、

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

な
か
で
詳
し
く
紹
介
し

て
い
ま
す
。
村
内
の
公

共
施
設
に
あ
り
ま
す
の

で
、
天
然
記
念
物
巡
り

を
す
る
際
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

村
内
の
文
化
財

に
関
す
る
情
報
な

ど
に
つ
い
て
発
信

す
る
「
続
・
ミ
ニ

糸
車
」。
第
12
号

と
な
る
今
回
は
、

村
指
定
天
然
記
念

物（
樹
木
）に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

↓
新
し
く
な
っ
た
村
指
定
天
然
記
念
物「
旧
酒
屋
の
カ
ヤ
」の
標
柱

樹木パンフレット（ＹＦＲ作成）

村指定天然記念物「枝垂桜」（清水寺）
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山菜を使った簡単料理！！
今月のテーマ

　今回のやまがたSmileは春の味覚“山菜を使った簡単料理！！”と題
し、山菜の王様とも言われている『タラの芽』と山菜の女王とも言わ
れている『コシアブラ』を使った投稿者自慢のレシピを紹介します。

～山菜採りの注意事項など～
・�場所の確認をしましょう（国立公園や私有地などで、採集が禁止されている
場所でないこと）。

・�乱獲をしないようにしましょう（次の世代のためにも根こそぎ採取せず残して
おくこと）。
・�万全の注意を払いましょう（自然の中は予期せぬ危険が潜んでいます。�
動物・虫など）。

・�しっかりとした服装と道具を携行しましょう。
・�ゴミは絶対に捨てない。
・�なるべく一人で行動しない。
以上のことを守り、楽しい山菜採り＆自然散策をしましょう♪

作り方
☆�お好きなペペロンチーノのレシピにタラの芽を追加で調理します。
①�パスタを茹でる時に、一緒にタラの芽を入れます。この時に、タラの
芽の茹で時間をお好みで調整します。
　（例）�固めが好みの場合、７分茹でのパスタなら残り３分でタラの芽を鍋に

投入し、同時に茹でます。
②�ペペロンチーノのレシピに合わせてパスタソースとタラの芽をから
めて出来上がり。

※写真の具材は、タラの芽・コシアブラ・ベーコンです。

作り方
①�コシアブラをサッと水洗いし、食べ
やすい大きさ（1㎝）くらいに切る。
②�フライパンを熱し、サラダ油を敷き
ハム、ご飯を炒める。
③�お好みで塩、コショウ、中華ダシな
どを入れて味を調える。
（市販のチャーハンの素でもOK）
④最後にコシアブラを入れサッと炒めて出来上がり！
（�コシアブラは火が通りやすいので風味を逃さないためにサッと炒め
るのがポイント！）

※�お子さんはコシアブラの“アク”が苦手だと思うので、コシアブラを少な目
に入れて、粒コーンやニンジンなどお子さんの好きな具材を入れるのもオス
スメですよ！
※�今回は“コシアブラの風味を存分に楽しむため”のシンプル具材でのレシピ
です。

タラの芽のペペロンチーノ　レシピ投稿者：山おやじ さん（下竹田）

簡単！コシアブラチャーハン（４人前）

ほかにも
・炊き込みご飯 ・肉巻き焼き ・あっさりめのクリーム系パスタ、 大きめの葉は ・おひたし ・ごま和え　など

レシピ投稿者：S.S さん（中大池）

材　料  
・ご飯４～５合
・コシアブラ20個くらい
（袴は取っておく）
・スライスハム４～５枚
（ベーコンもGoodです）

・サラダ油
・塩
・コショウ
・しょうゆ
・中華ダシ適量など

～館報やまがたへの情報提供募集中～
身近な情報・感想をお寄せください

入力フォーム  右下のQRコードを読み取ってください。

メール  下記アドレスへメール送信してください。
kanpou@vill.yamagata.nagano.jp

電話  ☎0263-98-3155（山形村公民館） 

山形村公民館報『館報やまがた』№793　５月号　令和４年５月発行
編集と発行／長野県東筑摩郡山形村公民館　印刷／カシヨ株式会社

館報やまがたのバックナンバーは村のホームページ（こちらのQRコードから）でも見ることができます→


